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 ついカッとなる瞬間は誰にでもありますよね。いくら目の前で起こっ

たことが許せなかったり、たとえ子供のしつけのためだと思ったりして

も、不適切な対応をとれば、逆にあなたが責められることになる可能性

があります。子供たちにとって私たちが信頼される「大人」になるため

に、自分の心構えとスキルをアップデートしていきましょう。 

研修用事例① 教室で 
 日頃から授業中、勝手に立ち歩いたり、奇声

を発したりして授業を邪魔する子供がいた。

それまで、何度も口頭での注意を繰り返して

いた。しかし、その日は指導を素直に聞き入れ

ず反抗し無視したため、カッとなり、持ってい

た教科書で頭をたたき、胸ぐらをつかんで引

っ張り、着席させた。そしてその子を目の前で

大声で𠮟りつけた。周りの子供たちはその様

子を見ておびえていた。 

研修用事例② 部活動で 
 大会直前の練習のこと、その日遅刻してきた生徒が反

省する様子もなくヘラヘラした態度をとっていた。しか

も練習中、自分がプレーでミスをしても仲間のせいにし

て自分で遠くへ放ったボールを拾いに行こうとしなかっ

た。その態度に頭にきて、その生徒の方にボールを投げ

つけた後に「お前みたいなやる気のないやつはやめてし

まえ！帰れ！」と怒鳴りつけた。その後、大会前であるの

にチーム全体の雰囲気が悪いという理由で、炎天下、部

員全員水を飲ませずにグラウンドを１時間走らせた。 
  

☝それぞれの事例について考えてみましょう。 
（１）先生のどんな行為が不適切と考えられるでしょうか？ 

（２）なぜ不適切な指導が行われてしまったと考えられるで 

しょうか？（原因や背景） 

（３）この事例の不適切な指導を防ぐにはどんなことが必要だと

考えられるでしょうか？（防止策・適切な指導法） 

☝山形県教育委員会 

「体罰等の根絶と児童生徒理解に基づく指導のガイドライン」（H25）より 


